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成
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日
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閣
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安
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三

衆

議
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議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
矢
上
雅
義
君
提
出
再
審
請
求
に
お
け
る
証
拠
開
示
制
度
の
法
制
化
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。



衆
議
院
議
員
矢
上
雅
義
君
提
出
再
審
請
求
に
お
け
る
証
拠
開
示
制
度
の
法
制
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
編
の
再
審
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
適
切
に

運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
再
審
格
差
」
の
問
題
」
及
び
「
裁
判
官
が
ま
っ
た
く
証
拠
開
示
に
向
け
た
訴
訟
指
揮
を
し
な
い
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
上
、
お
尋
ね
は
、
裁
判
所
の
実
務
運
用
及
び
そ
の
評
価
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と

し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、
一
般
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
、
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
適
切
に

審
理
、
判
断
等
が
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
、
七
及
び
八
に
つ
い
て

再
審
請
求
審
に
お
け
る
証
拠
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

一



五
十
四
号
）
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
府
と
し
て
検
討
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
三
月

か
ら
、
そ
の
検
討
に
資
す
る
た
め
、
警
察
庁
、
法
務
省
、
最
高
裁
判
所
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
各
担
当
者
で
構
成
す
る

「
刑
事
手
続
に
関
す
る
協
議
会
」
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
に

つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
権
利
と
し
て
の
証
拠
保
存
、
証
拠
開
示
と
い
う
視
点
」
及
び
「
証
拠
は
誰
の
も
の

な
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
証
拠
書
類
及
び
証
拠
物
の
保
管
、
閲
覧
等
に
つ
い
て
は
、

検
察
官
等
に
お
い
て
、
事
案
に
応
じ
、
刑
事
訴
訟
法
及
び
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の

規
定
等
に
基
づ
い
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二


